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青空を泳ぐ
　5 月、町内では端午の節句を祝うこいのぼりが、健やかな子ども
の成長を願うように青空のもと風に乗って泳いでいました。



　

３
月
20
日
か
ら
開
幕
し
た
第
６
回

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
は
、
期
間

中
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
来

場
者
た
ち
は
長
島
の
春
の
お
も
て
な

し
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

４
月
３
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
ロ

ビ
ー
で
は
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト

体
験
会
」
が
行
わ
れ
、
約
40
人
の
参

加
者
が
、
思
い
思
い
の
布
で
作
品
を

作
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
日
は
、
町
文
化
ホ
ー
ル
下
の
広

場
で
「
春
の
木
市
in
な
が
し
ま
」
を

開
催
。
先
着
１
６
０
人
に
は
無
料
で

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
が
配
布
さ
れ

ま
し
た
。
競
り
市
で
は
、
多
く
の
人

が
競
り
に
参
加
し
て
会
場
は
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

北
薩
管
内
の
５
団
体
が
共
演
し
た

「
和
太
鼓
祭
り
in
な
が
し
ま
」
で
は
、

迫
力
あ
る
演
奏
が
多
く
の
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　

17
日
の
「
押
し
花
体
験
会
」
で
は

親
子
で
参
加
す
る
人
た
ち
が
多
く
、

子
ど
も
と
一
緒
に
押
し
花
作
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

20
日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
は
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
場
で

開
催
。
県
内
か
ら
、
98
チ
ー
ム
・
約

５
０
０
人
が
参
加
し
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

　

毎
年
人
気
を
呼
ん
で
い
る
じ
ゃ
が

い
も
収
穫
体
験
は
１
日
３
０
０
人
限

定
で
、
23
日
と
24
日
の
２
日
間
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
と
も
あ
い
に

く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
時
折
降

る
雨
を
気
に
も
と
め
ず
に
、
じ
ゃ
が

い
も
収
穫
を
楽
し
で
い
た
よ
う
で

す
。

　

↑親子連れで賑わった押し花体験会

↑花を背景に記念撮影をする来場者

↑木市では多くの人が競りに参加

↑じゃがいも収穫体験を楽しむ参加者

長
島
の
春
の
お
も
て
な
し

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

団
体
の
部

優
　
勝
　
さ
わ
や
か
西
目

準
優
勝
　
大
川
内
同
好
会

３
　
位
　
だ
ん
だ
ん

個
人
の
部
（
チ
ー
ム
名
）

優
　
勝
　
岩
倉
　
市
左
衛
門

　
　
　
　
　
　（
さ
つ
ま
求
名
）

準
優
勝
　
神
之
田
　
小
夜
子

　
　
　
　
　
　（
花
水
木
）

３
　
位
　
内
之
浦
　
敏
子

　
　
　
　
　
　（
太
田
同
好
会
）

　

４
月
14
日
と
16
日
に
熊
本
県
で
発

生
し
た
熊
本
地
震
被
災
者
へ
の
支
援

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
長
島
町
で
は
次

の
と
お
り
被
災
者
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
救
援
物
資
の
支
援　

　

支
援
先　

上
益
城
郡
甲
佐
町

　

支
援
先　

南
阿
蘇
村
・
菊
池
市

平成 28年熊本地震

長島町も各方面で支援

◆
人
的
支
援　

　

鹿
児
島
県
緊
急
消
防
援
助
隊
へ
の
参
加

　

支
援
先　

上
益
城
郡
甲
佐
町

　

甲
佐
町
で
不
足
し
て
い
る
タ

オ
ル
類
や
下
着
類
の
提
供
を
４

月
18
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
防

災
行
政
無
線
で
町
民
の
皆
さ
ん

へ
協
力
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、

数
多
く
の
提
供
が
あ
り
ま
し

た
。

　

集
ま
っ
た
支
援
物
資
は
、
バ

ス
タ
オ
ル
約
１
５
０
０
枚
、
タ

オ
ル
約
１
万
枚
、
肌
着
・
下
着

類
約
１
千
着
な
ど
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
支
援
物
資
を

整
理
・
分
類
し
た
後
、
町
で

準
備
し
た
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
約

１
１
０
枚
や
飲
料
水
約
１
千
㍑

分
や
非
常
食
な
ど
と
併
せ
て
ト

ラ
ッ
ク
３
台
に
積
み
込
み
、
職

員
６
人
で
甲
佐
町
へ
届
け
ま
し

た
。

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
所

在
し
、
南
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
Ｂ
＆

Ｇ
地
域
海
洋
セ
ン
タ
ー
連
絡
協

議
会
を
通
じ
て
交
流
と
活
動
を

共
に
し
て
き
た
南
阿
蘇
村
と
菊

池
市
か
ら
、
4
月
18
日
に
Ｂ
＆

Ｇ
財
団
を
通
じ
て
物
資
の
支
援

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
町
で
支
援
物

資
の
準
備
を
進
め
て
い
た
と
こ

ろ
、
昨
年
８
月
に
開
催
さ
れ

た
「
三
県
架
橋
建
設
促
進
事
業

第
30
回
カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断

大
会
」
で
交
流
を
深
め
た
与
論

町
も
賛
同
さ
れ
、
支
援
に
関
す

る
経
費
を
折
半
す
る
と
い
う
形

で
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

風
邪
薬
や
マ
ス
ク
な
ど
の
衛

生
用
品
や
の
ど
飴
、
お
む
つ
類

約
４
０
０
点
を
積
み
込
み
、
4

月
21
日
に
救
援
物
資
の
経
由
地

で
あ
る
湯
前
町
ま
で
届
け
ま
し

た
。

　

4
月
14
日
の
地
震
直
後
に
、

鹿
児
島
県
緊
急
消
防
援
助
隊
へ

の
招
集
が
あ
り
、
阿
久
根
地
区

消
防
組
合
東
・
長
島
分
遣
所
で

は
、
阿
久
根
消
防
署
職
員
と
共

に
３
人
の
職
員
が
参
加
。
4
月

16
日
か
ら
20
日
の
5
日
間
、
上

益
城
郡
益
城
町
や
阿
蘇
郡
西
原

村
の
被
災
地
調
査
や
救
急
活
動

に
従
事
し
ま
し
た
。

　

20
日
か
ら
25
日
は
第
2
班
と

し
て
３
人
の
職
員
が
南
阿
蘇
村

の
崩
落
現
場
で
の
捜
索
活
動
に

あ
た
り
ま
し
た
。

　

役
場
水
道
課
は
４
月
17
日
か

ら
28
日
の
12
日
間
、
上
益
城
郡

◆
義
援
金
箱
の
設
置

◆
住
宅
支
援
、
一
時
的
な
避
難
施
設
提
供

甲
佐
町
で
の
給
水
支
援
活
動
に

他
の
支
援
自
治
体
と
共
に
参

加
。
本
町
職
員
は
、
２
人
１
組

で
給
水
支
援
に
従
事
し
、
計
６

班
の
べ
12
人
を
派
遣
し
ま
し

た
。

　

町
と
長
島
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
４
月
19
日
か
ら
６
月

30
日
ま
で
の
予
定
で
、
町
内
９

カ
所
に
義
援
金
箱
を
設
置
（
長

島
町
役
場
、
指
江
庁
舎
、
Ｊ
Ａ

東
事
業
所
、Ｊ
Ａ
長
島
事
業
所
、

長
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
長

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
支
所
、

東
町
漁
協
、
北
さ
つ
ま
漁
協
長

島
支
所
、
獅
子
島
屋
）
し
て
、

義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

被
災
者
の
避
難
を
支
援
す
る

た
め
、
町
で
は
住
宅
支
援
や
一

時
的
な
避
難
施
設
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
町
が
保
有
す

る
住
宅
、
ケ
ビ
ン
な
ど
の
敷

金
・
家
賃
を
免
除
（
原
則
6
カ

月
、
最
長
１
年
）
し
、
光
熱
水

費
は
原
則
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
減
免
制
度
で
対
応
可
能

な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

第
６
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ

↑会場でスケッチをする子どもたち

↑受け付けた支援物資を分類する職員ら↑支援物資を被災地へ降ろす職員（甲佐町）↑他自治体の給水車なども応援に（甲佐町）
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総務費他 介護保険事業費 じんかい処理費 リサイクル処理費 し尿処理費 公債費 新焼却処理施設整備費

996 円 727 円 3,774 円 1,021 円 1,640 円 1,716 円 3,322 円

納
税
優
秀
賞

納
税
優
良
賞

納
税
努
力
賞

納
期
限
内

（
平
成
27
年
12
月
末
日
）
完
納

年
度
内　（

平
成
28
年
３
月
末
日
）
完
納

納
税
に
対
し
顕
著
な

功
労
の
あ
っ
た
組
合

納
税
組
合　
　
（
納
税
組
合
長
）

杉
ノ
段　
　
（
長
田　

秀
徳
）

湯
ノ
口　
　
（
湯
元　
　

刷
）

市
来
崎　
　
（
崎
迫　

正
一
）

山
門
野
上　
　
（
淵
ノ
上
正
二
）

加
世
堂　
　
（
村
本　

俊
一
）

川
床
上　
　
（
久
保
利
枝
子
）

梅
ノ
木
山　
　
（
石
橋　

勝
志
）

牧
　
　
（
岩
下　

貞
志
）

矢

堂　
　
（
宮
路　

研
道
）

浦

底　
　
（
浦
底　

初
男
）

桂

代　
　
（
川
田　
　

誠
）

北
方
崎　
　
（
山
下　

重
夫
）

納
税
組
合　
　
（
納
税
組
合
長
）

川
床
中　
　
（
児
玉　

任
光
）

川

内　
　
（
石
原　

一
治
）

山
門
野
中　
　
（
馬
場　

喜
作
）

本

町　
　
（
田
渕　

道
法
）

小

坂　
　
（
吉
鶴　
　

伸
）

山

中　
　
（
坂
口　

英
二
）

福
ノ
浦　
　
（
宮
脇　

道
夫
）

三

船　
　
（
濵
村　
　

渉
）

野

中　
　
（
池
田　

良
廣
）

蔵
之
元　
　
（
轟　
　
　

保
）

片

側　
　
（
杉
原　
　

薫
）

川
床
下　
　
（
久
保　

清
輝
）

山
門
野
下　
　
（
古
田　

賢
一
）

納
税
組
合　
　
（
納
税
組
合
長
）

上

揚　
　
（
木
上　

泰
久
）

西
　
　
（
坂
口　
　

登
）

伊

唐　
　
（
竹
山　

司
郎
）

御
所
ノ
浦　
　
（
岡
下　

亮
一
）

城
川
内　
　
（
湯
田　
　

豊
）

唐

隈　
　
（
石
本　

康
則
）

馬

込　
　
（
湯
田　

保
弘
）

　

平
成
28
年
度
長
島
町
行
政
連
絡

員
会
議
が
４
月
14
日
、
町
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
会
議
に
は
、
町
内
57
地
区

の
行
政
連
絡
員
が
出
席
。
は
じ
め

に
川
添
町
長
か
ら
行
政
連
絡
員
に

辞
令
が
交
付
さ
れ
、
そ
の
後
の
会

議
で
は
、
行
政
の
業
務
内
容
な
ど

に
つ
い
て
担
当
課
長
か
ら
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

行
政
連
絡
員
は
、
地
域
住
民
と

行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
１
年
間

活
動
さ
れ
ま
す
。

　

各
地
区
を
担
当
す
る
行
政
連
絡

員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

各
地
区
の
行
政
連
絡
員
が
決
定

長
島
町
行
政
連
絡
員
会
議

納
税
功
労
組
合
を
表
彰

　

平
成
27
年
度
納
税
功
労
組
合
表
彰

式
が
４
月
14
日
、
町
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
32
の
納
税
組
合
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
添
町
長
が
、
昨
年
末
の
納
期
限

内
に
完
納
し
た
12
組
合
に
「
優
秀

賞
」、
年
度
内
に
完
納
し
た
13
組
合

に
「
優
良
賞
」、
納
税
に
対
し
顕
著

な
功
労
の
あ
っ
た
７
組
合
に
「
努
力

賞
」
を
贈
り
、
こ
れ
ま
で
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
納
税
組
合
は
次
の
と

お
り
で
す
。

平
成
28
年
度
長
島
町
行
政
連
絡
員
名
簿（
４
月
１
日
現
在
）

歳　　出
11 億 4,856 万 2 千円

公債費
1 億 4,940 万 4 千円

民生費
　6,324 万 4 千円

総務費
　8,457 万 7 千円

議会費
　153 万 3 千円
予備費
　50 万円

衛生費
　8 億 4,930 万 4 千円
 うち新焼却処理施設整備分
　 2 億 8,912 万 8 千円

歳　　入
11 億 4,856 万 2 千円

分担金および負担金
　10 億 4,004 万 4 千円
○内訳　阿久根市　　2 億 4,860 万 2 千円
　　　　出水市　　　5 億 4,166 万 5 千円
　　　　長島町　　　1 億 3,204 万 5 千円
　　　　地方交付税　1 億 1,773 万 2 千円

使用料および手数料
　2,236 万 2 千円

国庫補助金
　7,047 万 2 千円

諸収入
　1,568 万 4 千円

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

の
平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
、
平
成
28
年
度
の
当
初
予
算

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
は
、

平
成
27
年
度
の
当
初
予
算
に
比

べ
、
１
億
３
９
９
３
万
５
千
円

（
13
・
９
％
）
の
増
、
11
億
４
８

５
６
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
（
収
入
）
の
主
な
も
の
は
、

各
市
町
か
ら
の
負
担
金
、
鉄
・
ア

ル
ミ
の
不
用
品
売
払
収
入
等
お
よ

び
使
用
料
（
じ
ん
か
い
処
理
場
使

用
料
等
）、
新
焼
却
処
理
施
設
整

備
事
業
費
に
係
る
国
庫
補
助
金
で

す
。

　

歳
出
（
支
出
）
の
主
な
も
の
は
、

じ
ん
か
い
（
ご
み
）・
リ
サ
イ
ク

ル
・
し
尿
処
理
経
費
や
新
焼
却
処

理
施
設
整
備
に
伴
う
造
成
工
事
の

事
業
費
な
ど
の
衛
生
費
、
借
金
返

済
に
充
て
ら
れ
る
公
債
費
、
介
護

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

返　済

住民１人当たりに使われる金額 13,196 円
（平成 28 年 3 月末人口（87,038 人）で算定）

平
成
28
年
度
当
初
予
算
は

　

11
億
４
８
５
６
万
２
千
円

◎問い合わせ先
　北薩広域行政事務組合　☎（84）4815
　URL http://www.ab.auone-net.jp/~hokusatu/

↑行政連絡員会議の様子

地 区 名 氏 名
田 尻 上 窪　 正 志
火 ノ 浦 𦚰 中　 清 徳
山門野下 柿ノ迫　重則
山門野中 坂 之 下　 修
山門野上 千 葉　 久 嗣
加 世 堂 篠 原　 卓 造
川 床 下 久 保　 清 輝
川 床 中 児 玉　 任 光
川 床 上 川 下 　 孝
小 坂 上 原　 秀 美
杉 ノ 段 坂 元　 耕 作
梅ノ木山 石 橋　 勝 志
牧 岩 下　 貞 志

市 来 崎 崎 迫　 正 一
脇 崎 大 田　 辰 志
塩 追 大 石　 正 和
赤 崎 赤 嵜　 信 夫
山 寺 平 田　 一 郎
上 揚 江良　登貴男

地 区 名 氏 名
幣 串 池 田　 卓 男
平尾中南 松 岡　 孝 二
母 良 木 山 﨑　 友 喜
藤 之 元 白 濵　 輝 記
萩之牟礼 井 手　 生 家
茅 屋 小 﨑　 春 海
北 方 崎 山 下　 重 夫
浜 漉 大 堂　 定 憲
犬 鹿 倉 小 川　 信 幸
蔵 之 元 轟 　 保
小 浜 下 塩 見　 浩
指 江 大 平　 洋 光
川 内 石 原　 一 治
城 川 内 外 山　 政 英
唐 隈 石 本　 康 則
広 野 松 原　 義 彦
潟 𠮷 川　 秀 記

汐 見 濵 田　 幹 男
馬 込 湯 田　 保 弘

地 区 名 氏 名
野 中 池 田　 良 廣
菅 牟 田 上 口　 茂 則
山 中 坂 口　 英 二
本 町 宮 脇　 正 志
西 坂 口 　 登

矢 堂 宮 路　 義 輝
宮 ノ 浦 平 野　 利 夫
伊 唐 竹 山　 司 郎
浦 底 浦 底　 初 男
福 ノ 浦 川 　 英 一
桂 代 川 田 　 誠
三 船 川 端　 澄 弘
薄 井 山 下 　 忍
白 瀬 礒 永　 満 士
本 浦 飯 田　 満 穗
葛 輪 杉 原　 真 二
片 側 池 元　 勇 𠮷
御所ノ浦 須 嵜　 政 次
湯 ノ 口 湯 元 　 刷

保
険
の
認
定
審
査
業
務
の
経
費
で

あ
る
民
生
費
で
す
。

　

予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、

適
正
か
つ
効
率
的
な
財
政
計
画
を

立
て
て
、
組
合
の
健
全
運
営
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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浄化槽法定検査を受けましょう

検査料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽

定期検査 4,000 円 6,000 円

検査手数料（5 ～ 10 人槽）
◎問い合わせ先
　県環境検査センター　☎ 099（296）9000
　役場水道課下水道係　☎（88）5664［直通］

　浄化槽法定検査は、法律で定められた検査です。浄化槽を持つ
人は、必ず受検しましょう。
   この検査は、浄化槽の保守点検および清掃が適正に行われてい
るか、また適正に使用され浄化槽の機能が正常に維持されている
かを検査し、不適事項があれば、行政及び関係者が状況を把握す
るとともに早期にそれを是正することを目的にするものです。
　知事が指定した検査機関である（公財）鹿児島県環境検査セン
ターの検査員が事前にハガキで通知した検査日に各戸を訪問して、
現場での検査と浄化槽の放流水を採水し持ち帰っての水質検査を
行います（地元の保守点検業者が行う保守点検とは別のものです）。
  検査対象となった浄化槽 ( 設置年度ごとに対象としています )
については事前に指定検査機関から日程通知がありますので必ず
受検しましょう。

↑法定検査を行う検査員

農業用廃プラスチック類回収に協力を
　使用済みの農業用プラスチック類などは産業廃
棄物です。これらの処理については「使用した農
家自らの責任で正しく処理しなければならない」
と定められています。
　農業用廃プラスチック類の回収を次のとおり実

回収日 時間 回収場所 回収日 時間 回収場所

6 月 7 日

（火）

10：00 ～

12：00
獅子島アイランドセンター

６月９日

（木）

8：00 ～

10：00

平尾サメシマフーズ駐車場

小浜港野積場

６月８日

（水）

８：00 ～

10：00

伊唐大橋前駐車場（伊唐側）

（計量は伊唐港） ６月 10 日

（金）

8：00 ～

10：00

ＪＡ長島事業所馬鈴薯選果場

ＪＡ東事業所馬鈴薯選果場 田尻公民館

□農ポリ・ビニールの梱包
①約１㍍間隔に杭などを打ち、ビニー
ルを巻きつける。
②３カ所を結束し、１梱包 10kg 程度
とする。
※同じフィルムで縛り、土や砂、
その他異物を取り除く。

□肥料袋の梱包
①同じ種類の袋を２つ折りにして重ね合わせる。
②肥料袋で作ったひもで十文字に結束する。
※肥料袋で作ったひも以外で結束された場合は、
回収しません。（持ち帰りとなります。）

□農薬使用済み袋
農業用ポリ容器は、水で洗浄しラベルを剥がしてください。
※ラベルを剥がしていないポリ容器は、回収しません。農薬の廃袋は、
水で洗浄してください。

◇回収費
①農業用ビニール　10 円 /kg　　
②農業用ポリフィルム（ポリ容器含む）

15 円 /kg

◇
注
意
事
項

※廃プラスチック類を搬入する際は、「産業廃棄物積載車」と表示することが義務付けられています。
車両の両側面にマグネットシートを貼ってください。
※伊唐地区は、伊唐港で計量し、伊唐島側大橋手前駐車場で回収を行います。
※今回の回収費（処理費用）の半額を助成します。
　 回収費は、原則農協の口座から引き落としますので、口座番号の確認をお願いします。

◎問い合わせ先
　役場農林課農政係　☎（88）5670［直通］

施します。回収方法にしたがって、最寄りの回収
場所に持ち込んでください。

［回収品目］農業用ポリフィルム・ビニール・肥
料袋・農薬使用済み袋　（ポリ容器含む）

「ぶり奨学金制度」はじまる !!

　本年 4月から「ぶり奨学金制度」がはじまりました。この制度は、長島町と提携した鹿児島
相互信用金庫から借りた「ぶり奨学金ローン」を返済する際、奨学対象である卒業生が地元に戻っ
てきた場合、その返済額が補填される制度で、長島町ならではの奨学金制度となります。
　今回、「ぶり奨学金基金」に以下の企業・団体から、寄付をいただきました。
　　・東町漁協 209 万円　・長島ファーム 200 万円　・鹿児島相互信用金庫 100 万円
　本基金への寄付金は損金控除対象にもなります。「ぶり奨学金」は長島の子育てをみんなで支
える仕組みです。本制度に対する寄付へのご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

◎問い合わせ先
　役場総務課　　　　　　　☎（86）1111［代表］
　町教育委員会教育総務課　☎（88）5679［直通］
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１
日

４
日

６
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

16
日
～
17
日

18
日

19
日

20
日

20
日
～
21
日

22
日

23
日

25
日

26
日

27
日

28
日

辞
令
交
付
式
・
廃
棄
物
許
可
証
交
付
・
全
体

朝
礼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

農
業
委
員
会
辞
令
交
付
式
・
農
業
委
員
会
臨

時
総
会　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

町
村
会
新
旧
会
長
挨
拶
ま
わ
り　
　
（
東
京
）

小
学
校
入
学
式　
　
　
　
　
（
鷹
巣
小
学
校
）

中
学
校
入
学
式　
　
　
　
　
（
長
島
中
学
校
）

消
防
団
入
退
団
式　
（
町
総
合
町
民
体
育
館
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給
・
企
業
誘
致
推
進
協
議

会
監
査　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

バ
レ
イ
シ
ョ
部
会
発
足
20
周
年
・
出
荷
発
送
式

（
東
バ
レ
イ
シ
ョ
選
果
場
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
監
査　
（
役
場
）

長
島
町
納
税
表
彰
式
・
行
政
連
絡
員
会
議

民
生
委
員
・
児
童
委
員
総
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

転
入
教
職
員
歓
迎
会　
（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

農
業
農
村
整
備
優
良
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

県
高
規
格
幹
線
道
路
建
設
促
進
協
議
会
総
会

（
鹿
児
島
市
）

関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー　
　
（
大
阪
府
）

北
薩
地
区
商
工
会
青
年
部
、
女
性
部
連
絡
協

議
会
総
会
・
懇
親
会　
（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

北
薩
横
断
道
路
「
阿
久
根
高
尾
野
道
路
」
事

業
化
決
定
横
断
幕
懸
垂
式　
　
（
阿
久
根
市
）

花
フ
ェ
ス
タ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
場
）

中
央
陳
情　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

長
島
町
体
育
協
会
評
議
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

北
薩
地
区
商
工
会
青
年
部
主
張
大
会
審
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
商
工
会
）

農
業
再
生
協
議
会
監
査
、
社
会
基
盤
整
備
推

進
協
議
会
理
事
会
・
総
会
、
町
村
会
理
事
会

（
鹿
児
島
市
）

県
政
説
明
会
、
農
地
海
岸
保
全
協
会
監
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

全
国
政
務
調
査
会
各
委
員
会
・
全
国
町
村
会

政
務
調
査
会　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

鹿
児
島
空
港
国
際
化
促
進
協
議
会
監
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

黒
々
と
古
墳
の
巨
石
山
笑
ふ　
　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

春
の
海
身
体
に
の
こ
る
船
の
揺
れ　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

つ
ち
ふ
る
や
流
れ
着
き
た
る
遣
唐
使　
　
　

白
男
川
孝
仁

初
桜
咲
き
て
早
や
娘
の
三
年
忌　
　
　
　
　

坂
口　

静
子

引
く
鶴
の
沖
へ
手
を
振
る
野
良
日
和　
　
　

迫
口　

君
代

き
ぎ
す
鳴
く
八
十
五
回
の
誕
生
日　
　
　
　

筑
前　

初
市

黄
砂
降
り
天
草
島
も
見
え
か
く
れ　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

故
里
に
つ
な
が
り
し
海
石あ
お
さ蓴

汁　
　
　
　
　

山
田　

哲
夫

山
笑
ふ
嬰
は
寝
返
り
上
く
な
り
　
　
　
　　

関　

佳
代
美

山
笑
ふ
足
取
り
軽
く
二
〇
キ
ロ
　
　
　
　　

大
堂　

光
幸

伊
勢
参
り
五
十
鈴
の
川
の
花
衣　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

引
き
潮
に
乗
っ
て
出
漁
も
じ
ゃ
こ
船　
　
　

大
堂　

正
弘

［
短
歌
］

竹
殿
は
タ
ケ
ノ
子
細
工
竹
ボ
ー
キ
竹
酢
竹
ス
ミ
役
立
ち
多
し

小
林
　
　
貢

他
人
事
そ
れ
で
は
済
ま
ぬ
こ
の
地
震
忘
る
る
忽
れ
平
素
の

備
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
繁

街
路
に
は
開
花
予
想
は
な
き
け
れ
ど
桜
終
わ
り
て
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
木
　
良
平

生
き
る
事
長
生
き
す
る
や
頑
張
っ
て
身
体
調
子
考
へ
る
事
よ

町
田
　
末
則

［
俳
句
］

梅
雨
時
間
蝶
追
ふ
子
ら
の
ま
な
こ
か
な
　
　
桐
野
　
眞
実

入
学
日
式
辞
聴
く
目
の
輝
け
り
　
　
　
　
　
脇
田
　
武
志

　情報バラエティ番組で披露し
た、そうじ、片付け、収納、料
理などのワザを紹介します。

神
田　

依
理
子　

著

話題のオイルおにぎりの本。
体にいいオイルを手軽に摂取で
きそうです。

「
カ
ラ
ダ
よ
ろ
こ
ぶ

　
　
　
　
　
　
オ
イ
ル
お
に
ぎ
り
」

あ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
得
す
る
人
損
す
る
人　

編

「
得
す
る
家
事
」

束
の
間
に
茜
せ
し
雲
に
沈
む
陽
よ
壊
滅
の
大
地
震
五
日
目

も
揺
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

木
の
間
隠
れ
夕
日
の
影
さ
す
わ
が
窓
に
揺
る
る
葉
末
の
影

の
ち
ら
つ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

雪
に
枯
れ
再
生
め
ど
な
き
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ヤ
伐き

り
出
す
夫

の
力
な
き
腕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

紅
色
の
雛ひ

な
ぎ
ぬ衣

纏ま
と

ひ
立
つ
ご
と
き
木
の
芽
愛
し
も
歩
む
道
辺
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

桜
散
り
花
び
ら
寄
せ
て
流
れ
ゆ
く
終ひ

ね
も
す日

の
雨
音
た
て
て
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

亡
弟
の
精
魂
込
め
し
こ
の
畑
に
足
向
く
ま
ま
来
る
今
日
七

回
忌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

海
荒
れ
て
波
止
に
数あ
ま
た多

の
鴎

か
も
め

見
ゆ
身
を
寄
せ
あ
ひ
て
春
の

陽
を
受
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

畑
中
に
て
思
ひ
つ
き
た
る
短う

た歌
一
首
石
に
刻
み
し
と
病
む

友
言
ひ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

わ
が
庭
の
紅
梅
開
く
雪
空
に
際
立
せ
を
り
香
り
を
増
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

ま
た
来
る
と
肩
抱
き
帰
る
弟
と
逢
へ
る
日
あ
り
や
ブ
ラ
ジ

ル
遠
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

馬
鈴
薯
の
掘
り
取
り
作
業
の
人
夫
等
が
ひ
と
つ
所
に
集
い

昼
饟
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
之
内
重
信

作
業
衣
着
て
バ
イ
ク
に
乗
れ
る
老
夫
婦
荷
台
に
野
菜
積
み

て
走
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
元
　
　
司

水
飲
み
て
身
ぶ
る
い
な
せ
る
犬
の
音
鎖
の
音
に
混
じ
り
て

聞
こ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

顔
洗
う
我
を
せ
か
せ
て
い
る
如
く
ケ
ッ
ト
ル
が
笛
を
響
か

せ
て
呼
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
百
合
子

店
頭
に
並
ぶ
野
菜
は
こ
も
ご
も
に
作
り
し
人
の
名
札
を
背

負
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

針
穴
に
じ
っ
と
黒
糸
近
づ
け
る
明
る
き
障
子
の
も
と
に
通

過
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

潮
退
き
し
海
の
干
潟
に
脚
長
き
鳥
が
し
き
り
に
泥
よ
り
拾
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

４
月

全国水
み ど り

土里ネット会長賞受賞 ～ 平成 27 年度農業農村整備優良地区コンクール ～

↑農業生産基盤整備部門で受賞した蔵之元地区

　全国水土里ネットが主催する、平成 27年度農
業農村整備優良地区コンクール（農業生産基盤整
備部門）において、本町の蔵之元地区が全国水土
里ネット会長賞を受賞しました。
　このコンクールは、農業農村整備事業や多面的
機能支払制度などを契機に、効率的で安定的な農
業経営を行うため、生産性や収益性の高い農業の
展開を積極的に推進している地区や、地域独自の
施策の展開や環境への配慮など、農村の振興を図
り、活力と個性ある地域づくりを進める優良な地
区や団体を、農業生産基盤整備と農村振興整備の

２部門に分けて表彰するものです。
　蔵之元地区は、平成 11 年度から 19 年度にか
けて、畑地帯総合整備事業（担い手育成型）を活
用し、総事業費 19億 1,700 万円を投じ、受益面
積 97.7 ヘクタール（受益戸数 230 戸）の基盤整
備を実施しました。
　区画整理されたほ場での生産が始まったことで
効率的で高収益のじゃがいも二期作栽培が可能と
なり、作付面積が増加したことにより農地利用率
が高いことと、担い手農家の生産意欲と所得向上
につながったことなどが評価されました。

一緒に楽しく健康づくりしませんか？

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課保健係　☎（86）1146［直通］

　町では「巡回みんなの保健室」を始めました。
　身近な公民館で健康・運動教室を開催します。健康
に関する話や、専門家による運動指導が行われます。
月に２回（水曜日）の全４回コースです。
　対象は 40 歳から 74 歳の町民となりますが、対象
年齢以外の人で興味がある人も大歓迎です。子ども連
れでも参加できます。
　現在、参加者と開催地を募集しています。“ぜひ体
験してみたい” という人は、ご連絡ください。
※ 65 歳以上の人は「元気度アップポイント事業」の
対象となります。

↓
公
民
館
で
の
健
康
・
運
動
教
室
の
様
子
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会

員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
一
緒
に
働
く
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
町
内
に
住
む
、
お
お

む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
人
、
あ
な
た
の
経
験
と

知
識
を
生
か
し
て
働
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
い
つ
で
も
入
会
で
き
る
の

で
お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
（
長
島
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
（
86
）
０
１
９
０

平
成
28
年
度 

防
火
管
理
者
資

格
取
得
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
度
の
防
火
管
理
者
資

格
取
得
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

○
講
習
日
時

　

7
月
28
日
（
木
）・
29
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
講
習
場
所

　

阿
久
根
市
民
会
館
第
１
会
議
室

○
募
集
人
員　

30
人

○
受
講
申
込
受
付
期
間

　

６
月
13
日（
月
）～
７
月
１
日（
金
）

　
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

○
受
講
料

　

４
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
警
防
課
予
防
係

　
　
　
　
　

☎
（
72
）
０
１
１
９

東
分
遣
所　

☎
（
86
）
０
１
１
９

長
島
分
遣
所
☎
（
88
）
５
３
３
３

職
業
訓
練
指
導
員
（
48
時
間
）

講
習
実
施
の
案
内

　

職
業
訓
練
指
導
員
（
48
時
間
）

講
習
は
、
職
業
訓
練
指
導
員
と
し

て
必
要
な
能
力
を
付
与
す
る
た
め
、

厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
講
習

実
施
要
領
に
よ
り
実
施
す
る
も
の

で
す
。

○
期
日

　

７
月
26
日
（
火
）
～
28
日
（
木
）

　

８
月
２
日
（
火
）
～
４
日
（
木
）

　

の
６
日
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
場
所

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島

○
受
講
資
格

　

①
技
能
検
定
１
級
・
単
一
等
級

　
　

合
格
者

　

②
職
業
能
力
開
発
校
修
了
者
で

　
　

４
年
～
10
年
の
実
務
研
修
者

　

③
免
許
職
種
に
関
す
る
学
科
を

　
　

修
め
た
人
で
、
大
卒
者
２
年
、

　
　

短
大
・
高
専
卒
者
４
年
、
高
卒

　
　

者
７
年
の
実
務
経
験
の
あ
る
人

○
受
付
期
間

　

５
月
23
日
（
月
）
～
６
月
３
日
（
金
）

○
定
員

　

30
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

○
受
講
料

　

１
万
５
６
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

☎
０
９
９
（
２
２
６
）
３
２
４
０

平
成
28
年
度
労
働
保
険
年
度

更
新
手
続
の
お
知
ら
せ

　

６
月
１
日
（
水
）
か
ら
７
月
11

日
（
月
）
ま
で
は
、
労
働
保
険
料

の
「
年
度
更
新
」
申
告
・
納
付
期

間
で
す
。

・
６
月
は
じ
め
に
送
付
さ
れ
る
労

働
保
険
料
申
込
書
・
納
付
書
に
よ

り
、
期
間
中
に
申
告
・
納
付
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

・
平
成
23
年
度
か
ら
、
年
度
更

新
の
審
査
業
務
が
外
部
委
託
さ

れ
、
申
告
書
の
受
付
は
、
原
則
と

し
て
記
入
漏
れ
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
だ
け
の
確
認
作
業
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
申
告
書
に
記
入

誤
り
・
漏
れ
が
な
い
よ
う
、
自
主

的
な
記
入
・
申
告
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
電
子
政
府
の
総
合
窓
口
（
ｅ-

Ｇ
ｏ
ｖ
）
か
ら
も
電
子
申
請
に
よ

る
年
度
更
新
申
告
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
適
用
係

　

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
６

６
月
１
日
～
10
日
は
歯
と
口

の
健
康
週
間
で
す

　

６
月
1
日
か
ら
の
「
歯
と
口
の

健
康
週
間
行
事
」
と
し
て
、
地
区

内
の
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
に
よ

る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
し

ま
す
。

○
期
間

　

６
月
1
日
（
水
）
～
10
日
（
金
）

○
場
所

　

A
コ
ー
プ
鹿
児
島
あ
ず
ま
店
・

な
が
し
ま
店
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
な
が
し
ま
鷹
巣
店
な
ど

※
展
示
期
間
お
よ
び
場
所
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
郡
歯
科
医
師
会
公
衆
衛
生
担
当

　
（
よ
し
だ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

　

☎
（
79
）
３
４
４
３

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
で
す

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

昭
和
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
国
民
の
基
本
的
人
権

を
擁
護
し
見
守
る
た
め
に
民
間
人

に
よ
る
人
権
擁
護
機
関
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、こ
の
日
に
「
全

国
一
斉
特
設
人
権
相
談
」
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
、
鹿
児
島
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
に
お
い
て
も
、

次
の
と
お
り
、
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
開
設
場
所

　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
・

　
　
　
　
　
　
　

役
場
指
江
庁
舎

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
（
川
内
支
局
）

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
３
０
０

　

平
成
28
年
６
月
１
日
が
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動

調
査
の
基
準
日
で
す
。
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
今
回
実
施
す
る
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
は

全
て
の
企
業
・
事
業
所
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
国
の
各
種
行
政
施
策
を
は
じ

め
、
地
域
の
産
業
振
興
や
商
店
街
の
活
性
化
な

ど
の
地
域
行
政
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
広

く
利
用
さ
れ
ま
す
。

●
支
社
な
ど
の
な
い
事
業
所
に
は
、
調
査
員
が

直
接
伺
い
、
調
査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。
ま
た

支
社
な
ど
を
有
す
る
企
業
に
は
、
国
、
都
道
府

県
お
よ
び
町
が
民
間
事
業
者
を
通
じ
て
本
社
に

調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。

●
調
査
票
は
平
成
28
年
５
月
末
日
ま
で
に
調
査

員
が
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
６
月
１
日
以
降
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
今
回
の
調
査
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

回
答
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
調
査
に
関
す
る
す
べ

て
の
作
業
が
パ
ソ
コ
ン
で
で
き
る
の
で
、
調
査

票
の
記
入
、
郵
送
な
ど
の
手
間
が
省
け
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
期
限
は
６
月
７
日

（
火
）
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
広
報
統
計
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

平成 28 年経済センサス活動調査
すべての
企業・事業所が対象となります

命
を
守
る
３
つ
の
基
本

　

串
木
野
海
上
保
安
部
管
内
で
は

昨
年
、
岸
壁
な
ど
か
ら
の
海
中
転
落

に
よ
る
死
亡
事
故
や
、
船
舶
の
転
覆

に
よ
り
海
中
転
落
し
た
も
の
の
、
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
た

た
め
一
命
を
取
り
留
め
た
と
い
う
事

故
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

海
上
で
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
際

は
、
自
身
や
家
族
の
大
切
な
命
を

守
る
た
め
、
次
の
「
自
己
救
命
策

３
つ
の
基
本
」
を
守
り
、
海
難
の

未
然
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用　

　

自
分
や
家
族
の
大
切
な
命
を
守

る
た
め
、
体
に
合
っ
た
ラ
イ
フ
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
を
正
し
く
、
常
時
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

②
連
絡
手
段
の
確
保

　

非
常
時
の
連
絡
手
段
と
し
て
、

防
水
パ
ッ
ク
に
入
れ
た
携
帯
電
話

を
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。

③
海
の
緊
急
電
話
１
１
８
番

　

海
で
事
故
に
あ
っ
た
り
、
事
故

を
知
っ
た
と
き
は
、
迷
わ
ず
に

１
１
８
番
に
電
話
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

串
木
野
海
上
保
安
部
交
通
課

　

☎
０
９
９
６
（
32
）
２
３
６
２
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

平成 28年度転入学校職員宣誓式

人が小中学校に赴任30
　４月７日、平成 28 年度転入学校教職員宣誓式
が、役場指江庁舎大ホールで開催されました。
　本年度転入された先生たちは町内の小・中学
校や教育委員会に 30 人。式では村田教育長が「”
学校においては子どもが原点である”、” 学校は組
織体である”、” 信頼を得る学校づくりを進める”
の３つを念頭において頑張ってほしい」とあいさ
つしました。
　転入者を代表して鷹巣中学校の加治みなみ教諭
が「教育を通じて国民全体に奉仕する教育公務員
の職務とその責任の特殊性を深く自覚し、誠実か
つ公正に職務を執行することを固く誓います」と
力強く宣誓しました。

ながしま恵比寿市実行委員会

本地震被災者への一助に熊
　毎月第４日曜日に開催される「ながしま恵比寿
市」が、4 月 24 日に茅屋漁港で開催されました。
　熊本地震の直後ということもあり、ながしま恵
比寿市実行委員会では「熊本の被災者へ何か手助
けしたい」と義援金箱の設置を決定。多くの来場
者から義援金を募りました。
　翌 25 日、同実行委員会を代表して𠮷武真知子
さんが役場を訪れ、集まった義援金を川添町長へ
手渡しました。
　この義援金は、長島町社会福祉協議会を通じて、
日本赤十字社へ送金されることになっています。

↑安全運転を呼びかける参加者

↑力強く宣誓する加治教諭

↑整列する新入団員ら

　恒例の交通安全キャンペーン「ジャガイモ作戦」
が５月１日、役場指江庁舎前で行われました。
　この日は、阿久根地区交通安全協会長島西支部
や長島ライオンズクラブ、近隣集落の婦人部ら約
50 人が参加。用意した 200 ㌔、300 パックの蒸
かしじゃがいもを、国道 389 号線を通るドライ
バーに１パックずつ手渡し、交通事故防止を訴え
ました。
　ゴールデンウィーク中の作戦実施ということ
で、県外からの車も多く、交通安全の呼びかけと
あわせて、長島の特産品ＰＲにもつながりました。

交通安全ジャガイモ作戦

全運転を呼びかける安

　町内の小学校９校と中学校５校で４月６日、入
学式が行われました。本年度の新１年生は小学校
101 人、中学校 103 人の計 204 人です。
　城川内小学校（中野茂隆校長）では、保護者ら
が見守る中、真新しい制服に身を包んだ男子 10
人、女子 11 人の新入生が少し緊張した面持ちで
入場しました。式辞で中野校長は「話を聞く、元
気なあいさつ、交通安全に気を付ける」と新入生
に３つのお願いをしました。新入生たちは、担任
教諭から名前を呼ばれると「はい」と小さな手を
元気いっぱいに伸ばし、在校生と保護者の席へ振
り返って、あいさつしました。
　同校ではこの日、３組の双子が入学し、きょう
だい仲良く門をくぐりました。

町内 14校で入学式

たな学校生活がスタート新

平成28年度長島町消防団入退団式

域住民から信頼される団員に地
　４月 10 日、町総合町民体育館で平成 28 年度
長島町消防団入退団式が行われ、退団者への感謝
状贈呈や入団者への辞令交付などがありました。
　町民の生命と財産を守る消防団員として、今年
度は 77 人が入団し、退団者の消防団に対する熱
い思いを受け継ぎました。
　式典では、川添町長から諏訪義則団長へ、諏訪
団長から新入団員へ辞令が手渡され、新入団員を
代表して飯尾翔吾団員（城川内分団）が「忠実に
消防の義務を遂行します」と宣誓。諏訪団長が新
体制の幹部を任命しました。

↑校長先生の話を真剣に聞く新入生たち

↑多くの来場者でにぎわう本町ブース

関西かごしまファンデー

島弁と関西弁が飛び交い大繁盛長
　４月 17 日、京セラドーム大阪（大阪市）で第
12 回関西かごしまファンデーがありました。こ
のイベントは、関西鹿児島県人会総連合会主催で、
鹿児島県をはじめ本町を含む県内の多くの自治体
が参加し、関西に鹿児島をＰＲするものです。
　毎年出展する本町のブースには、鰤王やアオサ
などの水産加工物、赤巻きや焼酎などの特産品が
所狭しと並び、来場者の目を引きました。恒例と
なったこのイベントには、関西ながしま会（金磯
清隆会長）会員のかたが売り子として参加し、川
添町長ら職員と一緒になって地元のＰＲに声を張
り上げました。
　会員らは、懐かしいふるさとの味を求めて来場
した本町出身者や地元買い物客らに、時折長島弁
を交えながら関西弁を巧みに使いこなし、売上げ
に貢献しました。会員らの貢献により、イベント

↑川添町長へ義援金を手渡す𠮷武さん

終了の１時間前には全ての特産品が完売。参加者
全員に笑顔がこぼれました。
　前日の準備から応援に駆けつけた金磯会長は

「今年も地元長島を多くの人にＰＲできた。来年
も頑張りたい」と早くも来年の出展に意欲を見せ
ました。
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↑新装オープンした長島大陸市場食堂

↑ブリを存分に楽しめる「鰤王定食」 ↑開店と同時に店内はほぼ満席に



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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２２ ２３ ２４
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２６

２５

２７ ２８ ２９ ３０ 7/1 7/2

◎子宮がん検診
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（1歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○東医院 67-1861
○つかさとクリニック 67-5560
○北国医院 72-0016
○楠元内科医院（歯科）79-3351
□あじさい薬局 67-2055
□いまがま調剤薬局 65-7550
□上野薬局 72-1016
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

◎イルカ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○クリニック .なかむら 62-0241
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○スマイル歯科医院 75-3300
□長島調剤薬局 64-5555
□ふれあい薬局 63-3070
□三文字薬局 75-0073
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談（2カ月児）
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎肺がん・大腸がん検診
◎１歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎肺がん・大腸がん検診
◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

◎イルカ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○恒吉医院 82-0048
○三慶医院 63-2333
○有村産婦人科・内科 73-4180
○こじま歯科医院 63-4618
□しおかぜ薬局 88-6011
□タカラ調剤薬局 62-8813
□さかえまち薬局 72-0978
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎肺がん・大腸がん検診

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎肺がん・大腸がん検診 ◎肺がん・大腸がん検診
	

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○平田整形外科クリニック 62-8801
○野田診療所 84-2023
○上園医院 73-1055
○金子歯科医院 63-2150
□ひまわり薬局 62-6070
□野田調剤薬局 84-2856
□本町薬局 73-3233
◇出水総合医療センター67-1611


